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お客様のいつも近くにいたい。
そんな思いでお客様と接し、

お客様から接して貰えたらいいなと考えて、
その思いをキャッチフレーズにしました。

公社 案 内 2 0 2 2 年 度
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はじめに

　名古屋高速道路公社は、1970（昭和45）年9月24日に全国初の地方道路公社として設立され、

1979（昭和54）年7月に高速3号大高線（高辻～大高10.9km）が初めて開通して以降、順次開通区間

を拡大し、2013（平成25）年11月に81.2kmの名古屋高速全線が開通しました。そのネットワーク機能

を十分に発揮することにより、今や名古屋都市圏になくてはならない存在となっております。

　近年では、2020（令和2）年に設立50周年を迎えました。さらに、2021（令和3）年5月には名古屋

第二環状自動車道（名二環）の名古屋西JCT～飛島JCTが開通し、名古屋高速と名二環が一体と

なって、高速道路ネットワーク機能がさらに発揮できるようになりました。またこの開通に併せて、中京

圏の高速道路の料金体系が整理・統一され、名古屋高速道路も従前の均一料金制から対距離料金

制に変わりました。

　名古屋高速道路公社は、リニア中央新幹線開業を見据えた都心へのアクセス向上や、長寿命化

対策として大規模修繕工事などの取り組みを推進し、地域社会を支える名古屋高速道路を目指し

てまいります。

経営理念

いつでも「安全」「安心」「快適」な道路サービスを提供し、
地域社会を支える名古屋高速を目指します。

基本理念

都市交通施設としての役割を果たし、元気な「名古屋都市圏」づくりに貢献します。
お客様を第一に考え、安全・安心・快適な利用環境を提供します。
効率的で透明な事業運営に努め、創意工夫と自己研鑽で常に進化を続けます。
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交通量

　名古屋高速道路は開通延長81.2km、2021（令和3）年度には1日あたり約25万2千台のご利用をいただいて
おり、名古屋都市圏における経済活動の礎を担っています。

開通延長

81.2km

日平均通行台数
（2021年度）

25万2千台

ネットワーク

路線番号 路線呼称 区　　間 距離（km）

高速都心環状線

高速1号楠線

高速2号東山線

高速3号大高線

高速4号東海線

高速5号万場線

高速6号清須線

高速11号小牧線

高速16号一宮線

都心環状線部

東片端JCT～
楠JCT
新洲崎JCT～
高針JCT
鶴舞南JCT～
名古屋南JCT
山王JCT～
東海JCT
新洲崎JCT～
名古屋西JCT
明道町JCT～
清洲JCT
楠JCT～
小牧IC
清洲JCT～
一宮市緑四丁目

10.3

5.6

10.3

12.1

12.0

6.8

7.0

8.2

8.9

計　81.2
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入　口：43箇所
出　口：41箇所
料金所：49料金所
（入口35 集約10 出口4）

凡例

入口 出口
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整備効果

道路交通の分担率 利用の理由
名古屋市内の主要幹線道路に占める道路の延長比率が約
10%であるのに対し、同市内の約17%の交通量を担って
います。

時間短縮や到着見込みの立ちやすさが上位を占めており
ます。

• 走行台キロとは、道路交通の総量を表す場合に用いる指標をいう。
 平成27年道路交通センサスを基に算出。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名古屋高速道路
（名古屋市内）

名古屋市内主要道路

名古屋高速道路
（名古屋市内）

名古屋市内主要道路

10%

17%

1,352万台・km

約594km

236万台･km

約60km

（交通量［走行台キロ］）

（道路延長） 91%

45%

35%

15%

14%

8%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時間が短縮できるから

一般道が渋滞しているから

到着見込みが立ちやすいから

安全・快適だから

道順がわかりやすいから

会社が負担してくれるから

燃費がよいから

令和3年度お客様満足度調査

　名古屋都市圏の自動車交通の円滑化を目的に整備された名古屋高速道路は、そのご利用により、所要時間を短縮
するとともに、便利でスムーズな移動を可能にします。

有料道路制度

　名古屋高速道路を始めとした有料道路は、借入金を主な財源として道路を建設し、お客様からの通行料金収入を
もってその返済に充てています。
　料金の決定基準及び手続きは道路整備特別措置法（以下「特措法」という。）に定められており、料金の決定にあ
たっては国土交通大臣の認可を受けなければなりません。名古屋高速道路の通行料金の額は、償還主義及び公正妥
当主義の2原則に則って決定されています。

償還主義
一定の料金徴収期間内の料金収入をもって、高速道路の建設費、管理費、借入金利息等必要な費用のすべてを償
還期間内に賄うこと。（特措法第２３条１項３号、同法施行令第７条２項及び８条１項２号）

公正妥当主義
料金が他の交通機関の料金や物価の水準に比較して妥当な水準にあること。（特措法第２３条１項４号）

公社

お客様

財務省
（財政投融資特別会計）国土交通省

愛知県
名古屋市

愛知県
名古屋市

設立団体

特別転貸債無利子貸付金出資金 民間資金

金融機関・
機関投資家等
（市場公募債等）

通行料金収入

出
資
金

償
還
金

償
還
金

無
利
子
貸
付
金

借
入
金

借
入
金

利
子
・

償
還
金

利
子
・

償
還
金

借
入
金
等

利
子
・
償
還
金

年度別収支状況（2019（令和元）年度～2021（令和3）年度）
（単位：百万円）

（単位：百万円）2022（令和4）年度収入・支出予算

元

2

3

年度
（令和）

費用 収益

事業資産
管理費 一般管理費 業務外費用 償還準備金

繰入 計 計業務収入 業務外
収益等

38,989

30,316

31,806

2,003

1,897

1,689

6,404

5,705

5,269

30,371

29,837

26,451

77,767

67,755

65,215

102

103

105

77,665

67,652

65,110

77,767

67,755

65,215

区分
収入 支出

科目 科目R4予算額 R3予算額 R4予算額 R3予算額

建設事業費

管理事業費

その他事業費

合計

1,290

2,150

3,010

2,150

8,600

58,882

54,943

223

114,048

3,003

125,651

8,152

436

12

8,600

27,138

11,927

1,792

73,186

5

114,048

3,003

125,651

県・市出資金

無利子貸付金

特別転貸債

民間借入金

計

料金収入

民間借入金（借換）

雑収入

計

受託工事収入等

建設費

一般管理費

支払利息

計

維持改良費

業務管理費

一般管理費

業務外支出

予備費

計

受託工事費等

合計

1,845

3,075

4,305

3,075

12,300

63,402

48,226

241

111,869

5,003

129,172

11,606

669

25

12,300

34,980

11,523

1,715

63,646

5

111,869

5,003

129,172

予算・決算

国国設立団体 民間
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第20回アジア競技大会開催、リニア中央新幹線開業、この
地域は益々発展が期待されます。名古屋高速は刻々と変化
する時代の潮流を踏まえ、発展し続ける「名古屋都市圏」を
支えるとともに、周辺高速道路と一体となったネットワーク
の充実・機能の向上を図り、進化を続けることにより、将来の
ありたい姿を実現していきます。

名古屋高速は、時代の潮流を踏まえ、
名古屋都市圏を支えるとともに進化を続けます

中期経営計画
2022-2024

基本理念・基本方針に加え、前中期経営計画（2019-2021）の進捗・達成事項や長期の見通しを踏まえ、
2022-2024年の計画期間中に次の施策に取り組みます。

使いやすさ
（道路ネットワークの充実・有効活用）

名古屋都市圏の成長・発展へ
貢献する名古屋高速に向けて

確かさ
（安全・安心の徹底）

最高の安全・安心を
提供する名古屋高速に向けて

走りやすさ
（快適なドライブ環境の追求）

利用したくなるドライブ環境を
提供する名古屋高速に向けて

誠実さ
（社会的責任の遂行）

持続可能な社会に
貢献する名古屋高速に向けて

堅実さ
（経営基盤の確立）

強固な経営基盤を確立した
名古屋高速に向けて

SDGs（持続可能な開発目標）の達成に貢献する取り組み

　ＳＤＧｓは、持続可能でよりよい世界を目指す国際目標であり、その目指すところは、名古屋高速
道路公社の経営理念と重なり合うものであります。
　このことから、名古屋高速道路公社では、経営理念を具体化し実現するため、取り組みに注力
している「中期経営計画（2022-2024）」とSDGｓの各ゴールとのつながりを明確にし、計画に定
める施策を推進することを通じて、SDGｓの達成に貢献していきます。

　前ページに示した５つの分野の施策に取り組みます。そのうち、特に緊要な課題に対応していくため、以下の４つを重点
施策と位置付け、重点的に取り組んでいきます。

中期経営計画の重点施策

重点施策①ネットワークの充実　
都心アクセス関連事業の推進、名岐道路の事業化

　名古屋都市圏の成長・発展を
支えるため、名古屋高速の更なる
ネットワークの充実が必要

重点施策②メンテナンスの着実な実施 
大規模修繕工事及び計画的な維持補修の実施

　地域の交通を将来にわたって
支えるため健全な構造物を維持し
続けることが必要

重点施策③交通安全対策等 
逆走・誤進入対策の実施、情報提供の拡充

　交通事故や渋滞を未然に防止
してドライバーの安全性・快適性
を向上させることが必要　

重点施策④環境保全の取り組み 
環境行動計画の策定、環境マネジメントの推進

　SDGsや脱炭素社会の実現など、
持続可能な社会の実現に向けて、
公社の社会的責任を果たすことが
必要　　

基本施策

重点施策①
ネットワークの充実

都心アクセス関連事業の推進、
名岐道路の事業化

重点施策②
メンテナンスの着実な実施
大規模修繕工事及び

計画的な維持補修の実施

重点施策③
交通安全対策等

逆走・誤進入対策の実施、
情報提供の拡充

重点施策④
環境保全の取り組み
環境行動計画の策定、
環境マネジメントの推進

安全・安心・
快適・社会貢献

ITSスポット

中期経営計画（2022-2024）
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整備効果の一例
N

　名古屋高速道路は、名二環と一体となって名古屋都市圏の道路網の骨格となる自動車専用道路であり、
名古屋市への流出入交通の円滑な迂回分散を促すとともに、平面道路の混雑緩和や地域の交通環境の改善
等の役割を担っています。
　現在、名古屋駅周辺において、名古屋高速都心環状線や名古屋駅最寄りの錦橋出口で渋滞が慢性的に発
生しており、高速都心環状線の出入口と名古屋駅との交通が不便な状況となっています。
　こうした中、リニア中央新幹線開業を見据え、名古屋市において都市計画変更が行われ、高速道路出入口
の設置や渡り線の追加事業を推進しています。

都心へのアクセス向上の取り組み

●用地補償、詳細設計及び関係機関との調整協議など工事着手に向けた準備・取り組みを進めています。

高速道路出入口の設置等によるアクセスの改善

●新洲崎出入口の設置により、駅東方面とのアクセス向上を図ります。
●新黄金出入口の設置により、駅西側とのアクセス強化を図ります。
●栄出入口の設置及び丸田町のJCT西渡り線・南渡り線の追加により、栄・大須エリアの利便性向上、
　高速都心環状線の渋滞緩和、名古屋駅とのより円滑なアクセス向上を図ります。

【事業スケジュール】
2027年度2019年度

都市計画手続き・事業化手続き 設計等 工事
準備 工事 供用

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

将来の黄金出入口付近 将来の新洲崎JCT付近

名古屋駅

至 名古屋西JCT

至 新洲崎JCT

運河
通

向野橋

東行き出口

西行き入口

名古屋駅

新洲崎入口

新洲崎出口

至 名古屋西JCT

至 明道町JCT

堀
川

至 丸田町JCT

高速５号万場線

高
速
都
心

環
状
線

至 山王JCT

新黄金出入口（完成イメージ） 新洲崎出入口（完成イメージ）

【西方面からのアクセス向上】
●西方面から名古屋駅西側へのアクセスが可能と
なるとともに、一般道路の走行距離及び所要時
間の短縮が図られます。　　

【東方面からのアクセス向上】
●名古屋駅東側との往来がスムーズになります。
●錦橋出口の交通が分散され、高速都心環状線の
渋滞緩和が期待されます。

●駅周辺から東方面へは、高速都心環状線を迂回
する必要がなくなり、時間短縮が図られます。

※各出入口名は仮称です。

西渡り線

南渡り線

笹島線
丸田町
JCT

入口

既存
入口 追加

入口

出口

既存
出口

追加
出口 栄出入口

新洲崎
出入口

新洲崎
JCT

リニ
ア中
央新
幹線

入口出口

名
古
屋
駅

東側区
間

椿
町
線

新黄金
出入口

Ｎ

万場線

都
心
環
状
線

都
心
環
状
線

都心環状線

錦橋出口

東新町出口

白川出口

白川入口

東新町入口

丸の内出口

名駅入口

東山線

凡例 　　　新設出口　　　　新設入口　　　　新設渡り線　

将来の丸田町JCT付近

栄出入口・丸田町JCT(完成イメージ) 【栄・大須エリアの利便性向上】
●高速出入口の選択肢が増え、目的地までの走行距離や
所要時間の短縮が図られるとともに、周辺の交通が分
散し、一般道路の渋滞緩和が期待されます。

【名古屋駅とのアクセス向上】
●北方面から名古屋駅方面へは、高速都心環状線の南回
りを経由せずにアクセスが可能となります。
●駅周辺から中部国際空港など南方面へは、高速都心環
状線の北回りを経由せずにアクセスが可能となります。

【高速都心環状線の渋滞緩和】
●高速都心環状線の交通が高速２号東山線に転換され、
高速都心環状線の渋滞緩和や時間短縮が期待されます。

至 鶴舞南JCT
栄出口

高速２号
東山線

至高針JCT
南渡り線

栄入口
高速都心環状線

至 東片端JCT

西渡り線

N

現在の交通の
流れ
完成後の交通の
流れ

イメージ動画は
こちらから

　リニア中央新幹線開業に向けて名古屋駅等へのアクセスの向上を進め、道路ネットワークの更なる充実と
機能の向上を図り、名古屋都市圏の成長・発展に貢献していきます。

使いやすさ
（道路ネットワークの充実・有効活用）

関連する
SDGs
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　車両の逆走や歩行者等の誤進入を防ぐため、入口部での「高速入口」の路面標示、ポストコーンや「進入禁止
イラスト入り看板」の設置、出口部での「注意喚起シート」の設置など視覚に訴える対策に加え、「逆走検知・警告
システム」の試行運用を3箇所で行っています。現在はこれらの対策について有効性を検証し、また広報動画を
作成してホームページでPRするなど、逆走、誤進入防止に向けた対策強化に取り組んでいます。　

逆走車、誤進入対策の強化

路面標示・ポストコーン
（小牧北入口）

注意喚起シート
（大高出口）

広報動画
（ホームページ）

逆走検知・警告システム
（吹上東出口）

警告音スピーカー
検知カメラ

赤色
回転灯

進入禁止イラスト入り看板
（吹上東入口）

交通安全対策

高速都心環状線での対象箇所

対策箇所

東片端JCT

鶴舞南JCT

明道町JCT

山王JCT

都心環状線

4
号
東
海
線

3
号
大
高
線

1
号
楠
線

6
号
清
須
線

5号万場線 2号東山線

丸田町JCT新洲崎JCT

交通安全対策の推進
　交通事故の原因や形態、ネットワークの完成に伴う交通流の変化などを十分に把握し、分析するとともに、
交通事故対策のこれまでの取り組みを評価して、有効な対策を計画的に実施していきます。
　カーブ区間では施設衝突事故が多く発生していることから、高速都心環状線を中心としたカーブ区間におい
てドライバーへの注意喚起を促し安全に走行していただけるよう、カラー舗装対策を実施しています。これに
より、対策箇所の交通事故は減少しました。

カラー舗装の事例（東片端JCT北カーブ）

対策前

車線カラー舗装

カラー舗装実施

対策後

交通安全啓発活動
　愛知県警と連携した交通安全啓発活動に取り
組んでいます。
　また、JAFなどと連携して運転に不慣れなドラ
イバーへの交通安全講習会（走り方のコツ講習
会）を実施しています。

走り方のコツ講習会愛知県警と連携した交通安全啓発活動

　2021年5月1日の名二環の全線開通に合わせ、中京圏の高速道路の料金体系が整理・統一され、名古屋
高速では、均一料金制から対距離料金制を導入、車種区分を２車種区分から５車種区分に変更しました。これ
により、公平でより利用しやすい料金となりました。

　名二環に迂回する場合や、都心部を発着する場合は、経路によらず起終点間の最短距離を基本とする料金
となります。

料金体系

　名二環を利用した場合に不利な料金に
ならないよう、経路によらず、起終点間の最
短距離を基本に料金を引き下げます。

　名二環などから放射路線のいずれかの
ルートで都心環状線内の出口まで利用した
場合、起終点間の最短距離を基本に料金を
割り引きます。（逆方向の場合も同様です。）

●名二環迂回料金

●名古屋都心流入割引

起終点を基本とした継ぎ目のない料金

名古屋高速道路の基本料金

料金車種区分

軽・二輪

普通車

中型車

大型車

特大車

290円～1,110円
290円～1,320円
290円～1,530円
300円～2,010円
310円～3,160円

ＥＴＣ車

非ＥＴＣ車
・名古屋高速道路の各入口から利用できる
 最大距離の料金となります。
　※入口ごとに料金が異なります。

・利用距離に応じた対距離料金となります。

（注1）料金はETC普通車の場合  （注2）料金は名古屋高速とNEXCO中日本の合算額

関連する
SDGs

　交通事故・逆走防止のための施設改修や機器設置など、交通安全対策を継続的に実施します。また、大規模
修繕の推進、着実な点検・補修の実施等により、道路構造物を健全に保つとともに、災害等を始めとした緊急時
の対応力を確保し、安全・安心に対する信頼性向上を図ります。

確かさ
（安全・安心の徹底）
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大規模修繕の着実な推進

大規模修繕工事の実施

　2015（平成27）年７月に「名古屋高速道路の大規模修繕計画」を発表し、同年9月に大規模修繕実施に伴
う料金の徴収期間の延伸に対する認可を受け、工事に着手しました。
　古い基準※で設計された主要構造物に対して計画的に大規模修繕工事を実施することにより、構造物の
大規模な更新を回避し、長寿命化を図ります。
　2015年度より大規模修繕工事を開始し、供用からの経過年数が多い路線を優先的に実施してきており、
対象工事延長の61％（2021年度末現在）が完了しています。
※【古い基準の例】
●1973（昭和48）年の基準で設計された鉄筋コンクリート床版
●1994（平成6）年より前の基準で車両大型化に対応した設計がされていない鉄筋コンクリート床版など

　お客様に安全・安心にご利用いただけるよう、道路施設を適切に維持管理するため、日常点検や法令に基づ
いた５年に１回の頻度を基本とした構造物の定期点検を行うとともに、構造物の点検～診断～措置～記録と
いったメンテナンスサイクルを着実に実施しています。

　安全・安心・快適な走行環境を提供するため、点検結果などを基に計画的にリフレッシュ工事を実施してい
ます。この工事は、短期間の通行止めによる舗装の打ち換えや施設等の補修工事に併せて、構造物の長寿命
化を図る床版修繕工事や点検作業を集中的に行います。近年では、鋼床版部の舗装撤去作業に効率的で効果
的なIH技術による特殊機械を用いています。
　2021（令和3）年度は、高速3号大高線北行きの名古屋南JCT→高辻出口区間において、9日間の終日通行
止めを実施して行いました。2022（令和4）年度も、関係機関と協議のうえ、計画的なリフレッシュ工事を実施
します。

リフレッシュ工事

道路施設の維持管理

適切な点検・診断、計画的な維持補修等の実施

<定期点検＞ <判定会議＞

　道路構造物や施設の状態を把握するた
め、点検（日常点検、定期点検、臨時点検
等）を実施します。

　点検結果に基づき、損傷の健全度を判
定します。
　併せて予防的な観点を取り入れ、必要な
補修等の計画を策定します。

<伸縮装置補修工事＞<維持管理業務支援システムへの登録＞
　点検・診断・補修結果の情報を記録し、
点検や診断等に活用します。

　判定結果に基づき、適切な時期に補修
します。

点

検
診断

措

置記

録

維持管理のサイクルを
推進し、安全・安心を
提供します。

鋼床版上の舗装撤去（IH技術による特殊機械） コンクリート床版の打音検査 アスファルトの舗設

大規模修繕工事の概要

路線名

都心環状線
1号楠線
2号東山線
3号大高線
5号万場線

延　長 約37.9km

事業実施
予定年度

2015～
2029年度
（15年間）

大規模修繕の対策例

　コンクリート床版内部に雨
水等が浸透したことにより、鉄
筋の腐食、コンクリートの劣化・
損傷が顕在化しています。

コンクリート床版上面

コンクリートの損傷・鉄筋腐食

　コンクリート床版が走行
車両の影響を受けて、繰り返
したわむことで、ひび割れが
発生及び進展していきます。

コンクリート床版下面

格子状（2方向）のひび割れ

床 版

高機能防水
塗膜系防水材

浸透系防水材
＋

舗 装

床版防水

床版下面から繊維シート等で補強することにより、
床版の負担が軽減するため、耐久性が向上します。

舗装の打ち換え周期を考慮し、床版上面に耐久性・
遮水性の高い防水層をリフレッシュ工事に併せて設
置することで、コンクリート床版への雨水等の侵入を
長期間防ぎます。

貼付作業

舗 装
床 版

繊維シート補強

＜対策後のイメージ図＞ ＜対策後のイメージ図＞
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1
号
楠
線

11
号
小
牧
線

16
号一宮
線

名古屋西JCT名古屋西JCT

清洲JCT清洲JCT

東
海
北
陸

　
自
動
車
道

東
海
北
陸

　
自
動
車
道

楠JCT楠JCT

一宮JCT一宮JCT
一宮IC一宮IC

小牧IC小牧IC

小牧JCT小牧JCT

上社
JCT
上社
JCT

高針JCT高針JCT

名古屋南JCT名古屋南JCT
大高大高

東海JCT東海JCT

明道町
JCT
明道町
JCT 東片端

JCT
東片端
JCT

鶴舞南
JCT
鶴舞南
JCT

山王
JCT
山王
JCT

伊勢湾岸自動車道伊勢湾岸自動車道

飛島JCT飛島JCT

名古屋IC名古屋IC

名神
高速道路

名神
高速道路 中央

自

動車
道

中央

自

動車
道

東名高速道
路

東名高速道
路

5号万場線

E1A

E1

N

大規模修繕対象区間大規模修繕工事対象箇所
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3
号
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高
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4
号
東
海
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2号東山線

6
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1
号
楠
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号
小
牧
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線

名古屋西JCT名古屋西JCT
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動
車
道

東
海
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陸

　
自
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車
道

楠JCT楠JCT

一宮JCT一宮JCT
一宮IC一宮IC

小牧IC小牧IC

小牧JCT小牧JCT

上社
JCT
上社
JCT

高針JCT高針JCT

名古屋南JCT名古屋南JCT
大高大高

東海JCT東海JCT

明道町
JCT
明道町
JCT 東片端

JCT
東片端
JCT

鶴舞南
JCT
鶴舞南
JCT

山王
JCT
山王
JCT

伊勢湾岸自動車道伊勢湾岸自動車道

飛島JCT飛島JCT

名古屋IC名古屋IC

名神
高速道路

名神
高速道路 中央

自

動車
道

中央

自

動車
道

東名高速道
路

東名高速道
路

都心
環状線
都心
環状線5号万場線

E1A

E1

2024年度まで
完了区間

2021年度まで
完了区間

2025年度以降
完了予定区間

大規模修繕
対象箇所
（約37.9km）

都心
環状線
都心
環状線
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　災害時の緊急輸送道路としての機能発揮のため、発生が懸念される南海トラフ地震をはじめとする大規模
地震を想定した実践的な防災訓練や災害対応力強化に向けた取り組みを実施することにより、災害リスクの
低減を図ります。

　業務継続計画（BCP）遂行への備えとして、受変電施設の津波浸水対策・黄金ビルの改修（防災機能の強
化等）・防災拠点の電源確保といった対応項目について、継続的に取り組んでいます。

災害対応力強化に向けた取り組み

　雪氷作業の計画及び雪氷対策用設備の運用の見直しに加え、雪捨て場の確保や新しい凍結防止剤散布
装置の試行導入等を行うことで、作業の効率化を図ります。

緊急輸送道路としての機能発揮等に向けた取り組み

名古屋高速道路の耐震補強

　1995（平成７）年に発生した兵庫県南部地震を受けて、新
たに定められた基準に基づいた耐震設計による建設を実施
するとともに、既設構造物については、その基準を満たすよ
う耐震補強工事を実施し、2004（平成１６）年度末に完了し
ています。

耐震補強工事の概要
高速３号大高線など５路線（約３７．９ｋｍ）
①コンクリート橋脚の補強（鋼板巻き立て）
②橋桁の連続化
③橋桁の落橋防止システムの設置

②橋桁の連続化 ③橋桁の落橋防止システム

防災対策

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚

鋼
板

鋼
板

鋼
板

鋼
板

①コンクリート橋脚の補強（鋼板巻き立て）

桁かかり長

落橋防止構造

変位制限構造

　大規模地震等を想定しての初動対応、災害対策本部運営、道路啓開のための実働訓練など、各種の実践
的な訓練を計画的に実施しています。

実践的な防災訓練の実施

【2021年度　防災訓練の実施状況】

災害対策本部運営放置車両の移動訓練

交通事案発生時の迅速な対応
　公社レッカー車の運用体制・稼働時間を拡充し、
交通障害となる事故・故障車両の早期搬出による
規制時間の短縮を図ります。
　また、愛知県警高速隊と連携を密にし、事故処
理を効率的に実施します。

公社レッカー車による作業状況 公社レッカー車

　雪氷時の通行を確保するため、関係機関との調
整を図るとともに、より正確な気象予測や道路パ
トロール等からの情報を元に、適切な雪氷体制を
決定し、降雪時などには迅速に対応できる体制を
構築します。

雪氷対応車両 性能確認の実演による
冬用タイヤ着用の啓発
（JAFと共同）

同一交通規制内での作業集約化

　工事ごとの交通規制を極力避け、同じ交通規制区域内で行うことのでき
る工事を集約して実施しています。また、通行止めにより短期間で多工
種の工事を集中的に行うことができるリフレッシュ工事を定期的に行っ
ています。

工事による交通規制回数の削減

降雪・積雪時等の通行確保の強化

雪氷作業の効率化の推進

交通規制時間・回数の縮減
　交通事故・故障車・気象等の交通事案に伴う渋滞・通行止め時間の縮減、工事による交通規制回数の縮減を
図ります。

降雪・積雪への対策
　降雪・積雪時等の通行確保や効率的な雪氷作業のため、関係機関との調整を図りながら、正確な情報の
入手や道路パトロールに取り組むとともに、雪氷作業の計画や施設運用の見直しに取り組んでいきます。

関連する
SDGs

　交通集中による渋滞への対策を進め、スムーズな道路交通を確保します。さらに、高度化・多様化するお客様
ニーズに対応し、より充実した道路交通情報の提供などの取り組みを進め、お客様が利用したいと思える道路
サービスを提供していきます。

走りやすさ
（快適なドライブ環境の追求）
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東山
トンネル

名古屋高速道路公社
交通管制室

●気温、路温、風向、風速
などを常時観測。

気象観測装置（22箇所）

　81.2km全線にわたってきめ細かく定期的（概ね2時間に1回）に道路パトロールを行い、交通の支障となる
落下物などの早期発見、迅速な対応を行い、お客様の安全・安心・快適なドライブを24時間・365日体制で
サポートしています。

①道路巡回（パトロール）

　交通事故、故障車などの交通トラブルが発生した場合は、交通司令の指示を受けて現場に急行し、交通規制
を実施するなど、迅速にお客様の安全を確保します。
　また、交通事故処理に伴う交通規制時間の短縮を図ることで、二次災害を防止するとともに、渋滞発生時間
を短縮します。

②事案処理（交通事故・故障車など）

違反車両の取締り

　道路法や車両制限令に違反して通行する車両は大変危険であり、
特に重量超過の違反車両は道路構造物の劣化に多大な影響があ
ります。違反車両に対する取締りを強化するとともに、悪質な違反
者に対して「警告書」を交付するなどの行政処分を行います。
　また、渋滞発生時や雨天時など、交通事故を未然に防止するため、
非常駐車帯を利用した事故抑制監視を実施しています。

③取締り・交通監視

　道路パトロールカーによる定期的な巡回や、交通事故、故障車などの緊急時に迅速な対応を行うことで、
お客様のスムーズな走行環境を確保しています。
　交通管制室は、高速道路上のすべての情報を常に迅速に収集し、交通司令の適切な判断・指示のもと、
事案対応、お客様への情報提供を24時間・365日体制で行っています。

●高速上約500m間隔に
設置。

●データ処理により渋滞な
どを自動検知。

車両感知器（529台）

●携帯電話・スマートフォンなど
から＃９９１０へダイヤルし、ガ
イダンスに従って操作してい
ただくと、直接交通管制室に
つながります。

道路緊急ダイヤル
　#9910

●交通管制室でカメラ映像をモ
ニターTVにより監視。
●回転、ズーム機能により全線
の約90%をカバー。

交通流監視カメラ（260台）

●逆走車両・誤進入者を検知
●交通管制室に自動通報

逆走検知カメラ（3台）

●高速上約500m間隔で主に非
常駐車帯に設置。

●お客様から交通管制室へ直接
連絡。

非常電話（411基）

●交通事故、故障車、落下
物などを早期発見。

●交通状況を交通管制室
へ無線で連絡。

道路パトロールカー（15台）

ETC2.0による情報提供イメージ

①路側収集機器による取得データ
　（車両感知器、交通流監視カメラ等）

②ITSスポットを通じて
　ETC2.0車載器に配信

ITSスポット

カーナビの表示例

ETC2.0車載器を搭載した車両が、高速道路上に
設置されたITSスポットを通過する際、双方向に通
信が行われ、ETC2.0車載器と接続したカーナビ等
に、渋滞情報など様々な情報が表示されます。

交通司令

交通管制室

●監視カメラの映像、渋滞・交通事故・
落下物などの道路交通情報を表示。

大型表示装置

●交通管制室の統括、管制
隊員への指示。
●警察、消防への出動要請
や他道路関係者などと
の連絡・調整。

交通司令の役割

管制隊員

●交通事故、故障車、落下物などの発生を監視。また、道路
パトロールカーなどと無線交信を行い、非常時の対応
を指示。
●交通管制室の機器を操作して、お客様に必要な道路交
通情報を提供。
●非常電話や道路緊急ダイヤルなどからの、緊急通報に
対応。

管制隊員の役割

情報の提供

ETC2.0
(ITSスポット)

西春

渋滞2km10分 20分
一宮IC 小牧ICまで16 16

文字情報板

所要時間表示板

街路情報板

お客様の安全・安心・快適なドライブを24時間・365日体制でサポート

交通管制システム・交通管理

交通管制 交通管理
①道路巡回（パトロール）

②事案処理（事故・故障車など）

③取締り・交通監視

連 携
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環境保全への取り組み

　都心へのアクセス向上の取り組み（P7参照）による、高速都心環状線の交通負荷軽減を図るとともに、お客様
がよりスムーズに走行いただけるよう、渋滞が恒常的に発生している箇所について、定時性・速達性の確保に
向けた渋滞対策に取り組んでいます。

継続的な渋滞対策

お客様意見の把握・分析・施策反映

凡例

現在渋滞が発生しており、
対策を検討している箇所

名古屋西
JCT

伊勢湾岸自動車道

名古屋
IC

東海JCT
飛島JCT

高針JCT

上社JCT

小牧JCT

東片端
JCT
丸田町
JCT新洲崎

JCT

楠JCT

一宮JCT
一宮IC

小牧IC

清洲JCT

鶴舞南
JCT

高速5号万場線

明道町
JCT

名古屋
南JCT

高
速
11
号
小
牧
線

東
海
北
陸

　
自
動
車
道

高
速
都
心
環
状
線

高
速
1
号
楠
線

高
速
4
号
東
海
線

知多半島
道路

中央
自動
車道

名神
高速道路

N

一宮IC
連絡路出口

小牧北出口
一宮東出口

交通集中時に出口から本線へつながる
渋滞が発生
 • 出口専用信号の青時間延長（2014年～）
 • 出口先の方面案内看板設置（2015年～）
 • 情報提供による利用出口分散検討(2016年～)

錦橋出口

車線利用率の偏りや高辻入口からの
織り込み交通等による速度低下が発生
 • 現場調査・分析（2021年～）
⇒対策立案・関係機関と調整（2022年～）

高辻入口～堀田出口

交通集中時に出口から本線へつながる
渋滞が発生
 • 調査分析、看板設置による対策実施（2019年）
 • 対策効果の検証（2019年）
 • 追加対策の検討（2019年～）
 • 追加対策に向けて関係機関と調整（2020年～）
 • 出口先の信号現示調整の実施（2022年～）
⇒対策効果の検証（2022年～）

黄金出口

高速２号東山線から高速都心環状線への
織り込み交通の増加による速度低下が発生
 • 南渡り線の１車線化・本線ゼブラ帯の
　移設により、交通の整流化を促進（2017年）
 • 対策後データの収集・分析・評価（2018年）
 • 追加対策の検討・実施（2019年）
⇒対策後のデータ収集・分析・評価（2020年～）

丸田町JCT～鶴舞南JCT

接続する国道や高速道路の交通混雑等により、
交通集中時に出口から本線へつながる渋滞が発生
 • 現地調査・分析（2019年～）
⇒対策立案・関係機関と調整（2020年～）
 • 情報提供による利用出口分散検討(2021年～)

小牧北出口、一宮東出口、一宮ＩＣ連絡路出口

山王
JCT

東名高速
道
路

高
速
16
号一
宮
線

高
速
6号

清須線

高速2号東山線

高
速
3
号
大
高
線

名
二
環

2017年の対策

2019年の対策

↑大高・堀田

↑大高・堀田

↑大高・堀田 ↑大高・堀田

↑大高・堀田

↑大高・堀田

↑都心環状 ↑都心環状 ↑都心環状

↑都心環状

丸田町
JCT

4車線区間 始まり

都心環状線

東山線

約200m
延長

↑大高・堀田

↑大高・堀田

↑大高・堀田

↑大高・堀田

↑都心環状

↑都心環状

↑都心環状

↑都心環状

丸田町
JCT

〈ゼブラ帯撤去〉

都心環状線

東山線

4車線区間 始まり

2017年 2019年

2019年の対策

　名古屋高速お客様センター、ホームページご意見箱や名古屋高速道路モニター等から寄せられるお客様の
ご意見･ご要望を把握･分析し、お客様ニーズに基づいた改善や施策への反映に努めています。改善事例は、
公社ホームページやリーフレット等で、お客様へ情報発信しています。
　また、お客様満足度調査を毎年実施し、お客様のニーズの把握に努め、お客様満足度の向上を図っています。

名古屋高速お客様センタ－・ホー
ムページご意見箱等に寄せられ
たご意見・ご要望を把握・分析

ホームページで情報発信
満足度調査などで評価

お客様のニーズに基づき、サービ
スの充実や改善につながる施策
を検討

改善策を実施し、より一層の安全・
安心・快適な道路サービスを提供

お客様の声の把握・分析 改善策の検討

情報発信・評価 改善策の実施

お客様満足度調査結果
総合満足度の推移（5段階評価）

2021年度　3.65
（2020年度　3.57）

※総合満足度：お客様満足度調査による
　　　　　　　５段階評価の点数

「お客様のいつも近くに」
リーフレット

脱炭素社会への貢献
　ネットワーク整備が高速道路上での一定速度走行の実現や一般道路の渋滞緩和などに繋がり、環境負荷の
低減に貢献します。また、道路の維持管理においても太陽光パネルの設置や道路照明のLED化など省エネル
ギーへの取り組みを進めています。

道路照明のＬＥＤ化
　消費電力が少なく長寿命の
ＬＥＤ照明の導入を進めています。
(2021年度までに計画の39％設置
完了)

太陽光パネルの設置
　料金所内の電力の一部に、
太陽光エネルギーを採用し
ています。

大山川料金所 東山トンネル

ネットワーク整備によるCO2削減
　名古屋高速道路を平均60㎞/hで走行した場合、
自動車からの二酸化炭素（CO2）排出量は、全て一
般道路を走行した場合に比べ、年間で約12万t
（名古屋市の約40％の面積の森林が1年間で吸
収するCO2量に相当）が削減されると推定されます。

年間CO2排出量（2021年度日平均利用台数25．2万台／日）

一般道路
平均速度22.7km/h

高速道路
平均速度60km/h

（t-CO2/年）
0　  5　 10　15　20　25　30　35　40

36万ｔ

24万ｔ 年間１2万ｔ
CO２削減

高架部照明トンネル部の照明
従来照明

ＬＥＤ照明

高架裏面吸音板の設置
　高架裏面吸音板は、高速道路の下
を走る車両から発生する音を高架の
裏面に設置した吸音板で吸収して拡
散することを低減するものです。一般
道路に環境施設帯や遮音壁があり、
裏面吸音板の設置が有効な場合に設
置しています。

遮音壁の設置
 遮音壁は、高速道路を走行する車
両により生じる騒音の低減を図るこ
とを目的として、沿道に住居のある
箇所など、沿道周辺状況に応じて設
置しています。

沿道環境の改善

高機能舗装の敷設
　高機能舗装は、一般的な舗装に比べて路面に多く
の空隙を有しており、走行車両のタイヤと路面の摩擦
音を舗装の中に逃がすことで騒音を低減します。

高架裏面吸音板（高針JCT付近）

　遮音壁の設置、高機能舗装の敷設などにより、高速道路の沿道の騒音低減に努めています。

遮音壁（高速1号楠線萩野付近）

遮音壁

遮音壁の設置

高架裏面吸音板を設置した場合の音の伝搬

高架裏面吸音板

音を吸収

遮音壁

大きな音
凡例

小さな音

空隙に空気が逃げ、
音が生じにくい。

高機能舗装

タイヤ溝と舗装面の間に挟まれた
空気の逃げ道がなく、空気圧縮音、
膨張音が発生する。

一般的な舗装

高架裏面吸音板の吸音効果により、反射音を低減することができる

　脱炭素社会への貢献及び環境への影響を軽減する取り組みを進め、環境保全に努めます。

関連する
SDGs

　工事の品質確保や安全管理、事業運営の信頼性向上への取り組みに加えて、SDGsや脱炭素社会への貢献、
地域社会との共生に向けた取り組みを進め、持続可能な社会の実現に向けた社会的責任を果たしていきます。

誠実さ
（社会的責任の遂行）
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パイプ照明の採用

　道路照明の光が名古屋城の外堀
に生息するヒメボタルへ届かない
よう、パイプ照明を採用し、生態系
に影響を与えないよう配慮してい
ます。

高速都心環状線
（明道町JCT～東片端JCTの一部区間）高速都心環状線外堀通り付近

（横梁をなくしたシンプルな道路構造）

緑橋換気所（壁面緑化）

　よりよい環境保全のため、道路施設の緑化などに取り組み、周辺環境との調和に配慮しています。

　道路施設を将来にわたって良好な状態に保つため、工事の品質確保に向けた取り組みを進めます。また、
工事事故を防止するため、安全管理を推進します。

　工事事故防止に向け、重点対策を策定し、安全管理員パトロールを計画的に実施します。　　
　また、有識者による安全管理アドバイザー会議や安全管理研修会を開催するなど、安全管理を確実に推進
します。

　工事の施工品質を向上させるため、構造物に
応じた材料や施工方法を定めた基準・要領を制定
（改定も含む）していきます。

道路施設の環境共生

工事の品質確保

工事事故防止に向けた安全管理の推進

　東山公園区域に位置する高速2号東
山線緑橋換気所の壁面や屋上を緑化
し、緑豊かな周辺環境との調和を図る
とともに、二酸化炭素の削減に貢献し
ています。また、一部の料金所の屋上
などにも緑化を行い、温暖化やヒート
アイランドの抑制に貢献しています。

街との調和
　良好な都市景観の形成のために道
路構造の形状などに配慮し、街との調
和を図っています。

施設の壁面および
屋上の緑化

安全管理アドバイザー会議の様子 安全管理アドバイザーによる現場視察

品質確保

Check（評価）
工事実施状況の確認
中間検査・竣工検査

Plan（計画）
基準・要領等に基づく

施工計画

Do（実施）
施工計画に基づく

施工

Action（改善）
新材料・新技術の導入
基準・要領等の改訂

地域・社会への貢献

総合学習としての活用状況 標識を再利用したキーホルダーワークショップの様子

　ネックス・プラザを活用した小中学校の総合学習などの利用促進や、高速道路発生材を使用したワーク
ショップなどを開催し、地域の皆様との繋がりを深めています。

　地域の皆様とのコミュニケーションを図り、地域との繋がりを深めます。

ネックス・プラザ（名古屋高速道路広報資料センター）

フォトコンテスト・ぬりえ募集ロゴ

　名古屋高速道路を身近に感じていただくため、フォトコンテスト（p.26参照）、ぬりえ募集のイベントを開催
し、多くの方に楽しんでいただきました。
　また、沿線地域の観光施設を巡るスタンプラリーを開催するなど沿線地域の活性化にも取り組んでいます。
今後も沿線地域との連携、交流を深め、地域との繋がりを深めます。

　名古屋高速の取り組みをホームページやSNSなど多様なメディアを通じて的確にわかりやすく発信していき
ます。
　工事の事前広報や降雪による通行止めが予想される場合など提供する情報の内容に応じて、各種媒体を
効果的に用いてお知らせしています。

地域社会との共生

総合学習としての活用
　名古屋高速道路の「建設」「管理」について楽しく学べる
参加・体験型の展示は小中学校の総合学習や社会見学に
活用されています。

高速道路発生材を使用したワークショップ
高速道路で使用し、不要になった資材を二次利用し、ワーク
ショップでグッズを作成しました。

ホームページ Twitter 防災情報（通行止め）
メールサービス

工事の品質確保と安全管理

積極的な情報発信
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積極的なIR活動等による安定的な資金調達

財務基盤の強化
　事業を確実に実施するため財務基盤の強化及び経営の合理化に取り組みます。

　公社では、未償還残高の確実な返済を進めており、今後も償還計画を考慮した必要資金の調達により、資金
需要の平準化を図り、債務の確実な返済を進めていきます。
　また、投資家に対する個別訪問やWEBサイトでの企業情報の開示などの積極的なIR活動を引き続き実
施することにより、投資家とのコミュニケーションを強化し、安定的な資金調達を実施するとともに、投資家
の多様なニーズを踏まえ、ESGファイナンスを推進していきます。

ESGファイナンス
　環境(Environment)・社会（Social）・企業統治
（Governance）に配慮している企業がこれらに関す
るプロジェクトに充当することを目的とする資金調達
手段です。当公社では、調達した資金を社会的課題の
解決に充当する「ソーシャル・ファイナンス」を2020年
度より開始しました。2021年度までの２年間における
ソーシャルボンドの発行において、91件の投資家より
投資表明を獲得しました。

現場施工等への積極的な活用

　デジタル技術を用いた業務内容の提案にインセンティブを付与する制度の導入を検討します。また、現場
施工管理の効率化に向けたBIM/CIMの適用ガイドラインを策定します。

効率的な維持管理の実施
　様々なシステムやデータ（構造諸元データ、点検・補修データ、高速上情報データなど）を連携させ、さらに
GIS（地理情報システム）の統合により、効率的に維持管理を実施するためのプラットフォーム構築について
検討及び試行導入等を進めます。

　路面状況等を撮影した走行動画データを机上で確認できるシステムを試行導入し、維持管理
の効率化に取り組みます。

路面状況等を映像で確認できるシステムの例

室内カメラ

データを
クラウドに保存

事務所PC

クラウド

カメラ録画映像

撮影位置情報

令和２・３年度名古屋高速道路債券（市場公募債）発行状況
発行年月日 利回り年限

10年
15年
5年
10年
15年
10年
15年
5年
10年
15年

発行額
80億円
70億円
80億円
100億円
100億円
40億円
40億円
70億円
100億円
80億円

2020年12月15日
2020年12月15日
2021年  2月26日
2021年  2月26日
2021年  2月26日
2021年12月16日
2021年12月16日
2022年  2月25日
2022年  2月25日
2022年  2月25日

0.140%
0.306%
0.030%
0.155%
0.357%
0.130%
0.326%
0.095%
0.274%
0.470%

152回
153回
154回
155回
156回
157回
158回
159回
160回
161回

回号

測量、調査、計画・設計
【作成・追加する情報】
・地形データ（3次元）
・詳細設計（属性含む）
 （施工段階で作成する方が
  効率的なデータは概略と
　する）　　　等

施工（着手前）
【作成・追加する情報】
・起工測量結果
・細部の設計（配筋の詳細図、
 現地取り付け等）　　等

施工（完成時）
【作成・追加する情報】
・施工情報（位置、規格、
 出来形・品質、数量）　　等

維持・管理
【作成・追加する情報】
・点検・補修履歴　　　等

3次元モデル

属性情報

BIM/CIMのイメージ（出典：国土交通省 国土技術政策総合研究所）

関連する
SDGs

　人的資源を最大限活用できる組織づくりを行うとともに、安定的な資金調達に向けた取り組みを進める
ことにより、経営基盤の確立を図ります。また、DX（デジタルトランスフォーメーション）による業務の高度化・
効率化を図るとともに、若手職員への技術継承、職員研修を進め、組織力を高めます。

堅実さ
（経営基盤の確立）



23 24

堅
実
さ（
経
営
基
盤
の
確
立
）

公社概要
名　　　称
代　表　者
所　在　地
設　　　立
基 本 財 産
役　員　数
職　員　数
事 業 概 要

供 用 延 長
通 行 台 数
料 金 収 入

名古屋高速道路公社
理事長　新開 輝夫
名古屋市北区清水四丁目17番30号
1970（昭和45）年9月24日
3,213億8,300万円（2022年6月現在）
理事長1名、副理事長1名、理事2名、監事1名
212名(2022年4月1日現在)
・名古屋高速道路の新設、改築、維持、修繕、災害復旧その他の管理
・国や地方公共団体等の委託に基づき、名古屋高速道路の管理と密接な関係のある道路の管理
・国や地方公共団体等の委託を受けて、道路に関する調査、測量、設計、試験及び研究
・名古屋高速道路と一体となって建設することが適当である事務所などの建設及び管理
81.2km
約25.2万台/日（2021年度実績）
約650億円（2021年度実績）

公社組織

※…所在地　黄金ビル
　　〒453-0804 名古屋市中村区黄金通7-28-1
　　TEL（052）461-4400（代表）

技術
管理室 料金課交通

管理課

交通管理部

広報課総務課

総務部

事業
第二課

事業
第一課

都心アクセス
事業部

保全
企画課 施設課工事課

メンテナンス
事業部

監査室

監事 理事長

副理事長

理事

経営企画部

調査課経営課企画課 環境
対策課

※ ※ ※ ※ ※ ※

※ ※

名古屋高速公式
Twitterサイト
QRコード

名古屋高速公式
Instagramサイト
QRコード

名古屋高速公式
Facebookサイト
QRコード

主な取り組み内容
●年次休暇を取得しやすい環境づくり
●育児休業等制度の拡充
●テレワーク（在宅勤務等）及び時差勤務の推進
●更なるWeb化・電子化（テレワーク環境の拡充）

　職員の休暇取得や働き方について、従来の制度の内容の拡充に加えて、新しい制度の導入や検討を行う
ことで、ワークライフバランスの推進に取り組んでいきます。

組織基盤の強化・働き方改革の推進
　職員と組織がその能力を最大限発揮できるようにするとともに、多様な働き方の推進により、職員が働き
がいを持ち、効率的で質の高い仕事を進められるよう、人材育成と活力ある職場環境づくりに取り組んでい
ます。

職員表彰の様子

事例研究発表（仕事の質向上運動）
　業務の効率化、新工法や新技術等への取り組み
について、公社内で共有し、また、優れた取り組みを
評価・表彰することにより、職員一人ひとりの研究意
欲・工夫意欲・改善意欲を高め、公社を挙げて「仕事
の質」の向上に取り組むとともに、技術の蓄積に努
めています。

社内研修の様子（技術研修）

資格取得の奨励及び支援
　職員の自己成長に対する意欲を促進し、あわせて
公社の技術力等を向上させるための取り組みとし
て、資格取得のための勉強会の実施などの支援を
行っています。
（主な資格取得者数：技術士9名、電気主任技術者2名、
1級建築士1名、コンクリート診断士15名、土木鋼構造
診断士6名）

※2022(令和4)年4月1日現在

●名古屋高速道路公社ホームページ ●名古屋高速ハイウェイテレホン

052-919-3232

9：00～19：00［年末年始（12/29～1/3）を除く］

●名古屋高速お客様センター

クイックさんに、まるまる
052-919-3200

名古屋高速 検索 最新の交通情報を24時間提供しております。（5分ごとに更新）

●名古屋高速防災情報(通行止め)メールサービス
登録されたお客様のメールアドレスに、
通行止め情報をお送りします。

名古屋高速防災情報(通行止め)
メールサービスサイト
QRコード

スマートフォン
サイト
QRコード

PCサイト
QRコード

https://www.nagoya-expressway.or.jp/

●ETC課金修正フォーム
ETCで通行された際の料金の修正を受け付けております。
注意事項をご確認の上、下記の場合にご利用ください。

・ETC無線通行をしたが、エラーが発生した
 ため適正な料金が請求されていない。
・ETCを利用したが対距離料金になって
 いないため、修正してほしい。

ETC課金修正
フォーム
QRコード

ワークライフバランスの推進

人材の育成と新たな技術の蓄積

※QR コードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。



　2021年11月3日から2022年1月31日までInstagramを活用した「名古屋高速Instagramフォトコンテ
スト」を開催しました。
　2021年度は「名古屋高速道路の魅力が伝わる写真」をテーマに、548件もの多数のご応募をいただきま
した。優秀作品は本誌の表紙等を彩っております。

　ネックス・プラザ（名古屋高速道路広報資料センター）は、ご家族やお友達と楽しみながら名古屋高速道路を
よりご理解いただくための施設です。
　名古屋高速道路の建設工程、東山トンネルの構造を超精密模型で展示し、名古屋高速道路の建設・管理などを
紹介しています。

名古屋高速Instagramフォトコンテスト

名古屋高速道路公社イメージキャラクター「ナコちゃん」
　名古屋高速道路ネットワーク図や公社事業からイメージをデザイン化し、1994年に誕生。
愛称「ナコちゃん」の名前は、1997年に皆様に付けていただきました。
　2020年度に公社設立50周年を迎えたことを記念し、「ナコちゃん」のデザインを
リニューアルしました。

事前予約をすると
展示物のガイドを

受けたり、交通管制室の
見学もできるよ！

ネックス・プラザへ行こう！
（公社HP）

開館時間：10：00 ～ 17：00 （入場無料）
休 館 日：毎週月曜日（月曜日が祝休日の場合は翌日）・年末年始 （12/29～1/3）
所 在 地：名古屋市北区清水四丁目17-30　名古屋高速道路公社黒川ビル内
　　　　　※地下鉄名城線「黒川」駅１番出口より、南へ徒歩５分

他　優秀賞３作品
　　入賞５作品

名古屋高速フォトコンテスト
入賞作品はこちらから
ご覧いただけます。

最優秀賞

ネックス・プラザへ行こう！
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名古屋高速のあゆみ

1970（昭和45）年 1989（平成元）年 2022（令和4）年

1970年9月24日
名古屋高速道路
公社設立

1979年7月25日 
3号大高線
（高辻～大高）開通
＜名古屋高速道路初めての開通＞

1985年5月7日
都心環状線
（東新町～東別院）及び
３号大高線
（鶴舞南JCT～高辻）開通

1987年8月31日
都心環状線
（新洲崎JCT～名駅）
開通

1988年8月7日
通算通行台数1億台を達成

1988年12月21日
1号楠線
（萩野～楠）開通

1995年9月19日
都心環状線（丸の内～東新町）
及び１号楠線（東片端JCT～萩野）
＜都心環状線が全線開通＞

1997年10月13日
広報資料センター
（ネックス・プラザ）開設

2001年3月10日
11号小牧線
（楠JCT～小牧南）開通

2001年10月19日
11号小牧線（小牧南～小牧IC）開通
＜小牧ICにおいて名神高速道路と接続＞

2003年3月29日
2号東山線
（四谷～高針JCT）開通
＜東山トンネルが開通＞

2005年2月11日
16号一宮線
（清洲JCT～一宮）開通
＜一宮ICにおいて
名神高速道路と接続＞

2010年9月4日
4号東海線
（山王JCT～六番北）開通

2013年11月23日
4号東海線（六番北～木場）開通
＜名古屋高速道路81.2km全線が開通＞

1986年10月27日 
2号東山線（新洲崎～白川）及び
5号万場線（新洲崎～名古屋西JCT）開通
＜名古屋西JCTにおいて東名阪自動車道と接続＞

1988年4月26日
都心環状線（東別院～新洲崎JCT）
及び2号東山線（白川～吹上）開通
＜吹上暫定連絡路（Ｕターン路）による
都心小ループ完成＞

1991年3月19日
1号楠線（楠JCT）開通

1994年9月12日
都心環状線
（名駅～丸の内）開通

2000年12月11日
2号東山線
（吹上～四谷(西行き））
開通

2001年6月1日
2号東山線
（吹上～四谷(東行き)）
開通

2003年3月23日
3号大高線
（大高～名古屋南JCT）開通
＜名古屋南JCTにおいて
伊勢湾岸自動車道と接続＞

2004年3月1日
１０箇所の料金所で
ＥＴＣ運用開始

2007年12月9日
6号清須線（明道町JCT～清洲JCT）開通
赤とんぼ橋
第２３回名古屋市都市景観賞
（まちなみ部門）受賞

2011年11月19日
4号東海線
（木場～東海JCT）開通
＜東海JCTにおいて
伊勢湾岸自動車道と接続＞

2014年12月12日
通算通行台数
20億台を達成

2020年9月24日
名古屋高速道路
公社設立50周年

2005年3月6日
通算通行台数
10億台を達成

2006年4月3日
名古屋高速
お客様センター開設

2015年9月2日
大規模修繕実施に伴う
料金の徴収期間延伸の認可

対距離料金制の導入
名二環の全線開通

2021年5月1日

供用延長：10.9km

N

供用延長：37.9km

N

供用延長：28km

N

供用延長：53.3km

N

ネットワークの
変遷推移

供用延長：69.2km

N

供用延長：81.2km 供用延長：81.2km

N N
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